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概要

「計算可能性・計算の複雑さ入門」　渡辺治　近代科学社、　補助プリント

関連科目 計算機入門

授業計画

第１回 ガイダンス

第２回 計算機で解く「問題」とは

第３回 計算の理論において使用するプログラミング言語

第４回 データ表現のための基本要素

第５回 制御機構のための基本要素

第６回

第７回

第８回 定期試験

第９回 停止問題の定義と形式化

第１０回

第１１回

第１２回 計算不可能な関数の例

第１３回 関数の問題から集合の問題へ

第１４回 半決定性集合

第１５回 定期試験

第１６回

第１７回

第１８回

第１９回

第２０回

第２１回

第２２回

第２３回

第２４回

第２５回

第２６回

第２７回

第２８回

第２９回

第３０回

非常勤であるため、授業の前後の時間帯に非常勤講師室にて受け付ける。

備　　考

学科　
学年 S５ 科目　

分類

情報数理 III 学習教育
目標

Information 
mathematics III

　計算機（コンピューター）を使っていて、こちらの入力に対する計算機の反応が遅いという状況に
出くわすことがあるだろう。そのときに、自分がやらせている処理は計算機の能力を超えているので
はと疑う人はいないだろうか。その疑問は、計算機の能力に限界があるのかないのか、そもそも計算
機は内部でどのような処理をしているのかということにつながる。それらについて研究するのが計算
の理論と呼ばれる分野である。この講義では計算の理論の初歩を扱い、先の疑問に対する答えを検討
しさらにその先にある問題について概観する。

科目目標　（
到達目標）

「計算機で問題を解く」ということの定式化について学び、計算機で解くことのできない問題が存在
することを理解する。そのうえで効率的に問題を解くことの重要性を深く認識する。

教科書　　　
器材等

評価の基準と
方法

定期試験の平均成績を９０％、授業中に課すレポートを１０％として評価する。６０点以上を合格と
する。

for‐times 計算可能性（その１）

for‐times 計算可能性（その２）

Haltの計算不可能性

diagの計算不可能性。対角線論法

オフィスアワ
ー



学習・教育目標 必修科目 選択科目

Ａ

Ｂ

共通基礎

Ｃ

Ｄ

Ｅ

応用数学Ａ
（２）

応用数学Ｂ
（２）

応用物理（
２）

応用物理学
概論（１）

電磁気（２
，２，２）

直流回路（
２）

回路理論（
２，２，２
）

回路網理論
（２）

電気電子計
測（２）

シミュレー
ション工学
（１）

情報処理基
礎（２）

ロジック回
路（２）

プログラミ
ング（２）

電気エネル
ギー

電気電子機
器（２）

パワーエレ
クトロニク
ス（１）

自動制御（
１）

制御工学（
２）

電力工学（
２）

新エネルギ
ー工学（１
）

電子回路・
デバイス

電子回路（
２，２）

電子回路設
計（１）

電子材料（
２）

気体電子工
学（２）

固体電子工
学（２）

ＣＡＤ・回
路シミュレ
ーション演
習（１）

情報技術　
・　通信

コンピュー
タ工学（１
）

通信工学（
２）

情報理論（
２）

マイクロ波
工学（２）

オプトエレ
クトロニク
ス（１）

工業英語（
１）

電気電子工
学実験（１
，４，４，
４，４）

図学・製図
（２）

機械工学概
論（２）

学外実習Ａ
（２）

卒業研究（
８）



選択科目

現代制御理
論（１）

デジタル信
号処理（１
）

学外実習Ｂ
（１）


